
災害復旧費
2 億 2,634 万円（1%）
災害復旧費
2 億 2,634 万円（1%）

民生費
83 億 1,127 万円
　　　　（37.4%）

民生費
83 億 1,127 万円
　　　　（37.4%）

総務費
29 億 7,052 万円

　　　　　（13.3%）

総務費
29 億 7,052 万円

　　　　　（13.3%）教育費
16 億 8,643 万円
　　　　　　（7.6%）

教育費
16 億 8,643 万円
　　　　　　（7.6%）

議会費
1 億 2,893 万円（0.6%）

議会費
1 億 2,893 万円（0.6%）

衛生費
18 億 7,455 万円（8.4%）

衛生費
18 億 7,455 万円（8.4%）

農林水産業費
9 億 3,166 万円（4.2%）

農林水産業費
9 億 3,166 万円（4.2%）

商工費
6 億 7,601 万円（3%）
商工費
6 億 7,601 万円（3%）

土木費
18 億 5,056 万円（8.3％）
土木費
18 億 5,056 万円（8.3％）

消防費
11 億 7,185 万円（5.3%）
消防費
11 億 7,185 万円（5.3%）

公債費
24 億 1,506 万円（10.9%）
公債費
24 億 1,506 万円（10.9%）

歳 出
222 億
4,318万円

市税
25 億 994万円（11%）

市税
25 億 994万円（11%）

繰越金
5 億 9,042 万円（2.6%）

繰越金
5 億 9,042 万円（2.6%）

諸収入
4 億 5,629 万円（2%）

諸収入
4 億 5,629 万円（2%）

使用料及び手数料
2 億 4,539 万円（1.1%）
使用料及び手数料

2 億 4,539 万円（1.1%）

その他の自主財源
9 億 8,602 万円（4.2%）
その他の自主財源

9 億 8,602 万円（4.2%）

分担金及び負担金
6,772 万円（0.3%）
分担金及び負担金
6,772 万円（0.3%）

県支出金
12 億 2,712 万円（5.4%）
県支出金
12 億 2,712 万円（5.4%）

地方交付税
90 億 6,229 万円（39.6%）
地方交付税
90 億 6,229 万円（39.6%）

国庫支出金
31 億 2,438 万円
　　　　　　（13.7%）

国庫支出金
31 億 2,438 万円
　　　　　　（13.7%）

市債
34 億 4,580 万円
　　　　（15.1%）

市債
34 億 4,580 万円
　　　　（15.1%）

交付金等
11 億 7,047 万円（5%）
交付金等
11 億 7,047 万円（5%）

市税等（21.2%
）

国
費
・
県
費

等（78.8%）

歳 入
228 億
8,584万円

（前年対比：約 1.9%減）

（前年対比：約 1.6％減）
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交付金等
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交付金等
11 億 7,047 万円（5%）

市税等（21.2%
）

国
費
・
県
費

等（78.8%）

歳 入
228 億
8,584万円

（前年対比：約 1.9%減）

（前年対比：約 1.6％減）

会　計　名 歳　入 歳　出 差引額
住宅新築資金等貸付事業特別会計 3,348 万円 2億 2,102 万円 ▲ 1億 8,754 万円

霊苑事業特別会計 633万円 302 万円 331 万円

国民健康保険事業（事業勘定） 35億 3,258 万円 35億 2,025 万円 1,233 万円

　　〃　　　（診療施設勘定） 6,269 万円 5,872 万円 397 万円

介護保険事業特別会計 41億 4,929 万円 40億 5,481 万円 9,448 万円

後期高齢者医療事業特別会計 7億 3,915 万円 7億 3,735 万円 180 万円

特別会計合計
（　）は前年度決算額

85億2,352万円
(85 億 124 万円 )

85 億 9,517 万円
（85億 7,461 万円 )

▲ 7,165 万円
( ▲ 7,337 万円 )

昭和 55年の供用開始以来、公営企業として経営してきましたが、これまでの運営に係る一時借入金の返済が令和 6
年度末で完了したことから令和 6年度末をもって廃止しました。

 美榛苑事業

収益 40 億 7,781 万円 費用 45 億 6,140 万円

医業収益 33億 6,360 万円

医業費用 43億 92万円
給与費 26億 2,904 万円
材料費 5億 2,295 万円
経費 8億 4,262 万円

入院収益 21億 3,474 万円 減価償却費 2億 9,812 万円
外来収益 10億 4,780 万円 資産減耗費 106万円
その他 1億 8,106 万円 研究研修費等 713 万円

医業外収益 7億 1,421 万円 医業外費用 2億 5,970 万円
特別利益 0万円 特別損失 78万円

令和 7年度の入院患者数は、延べ 47,803 人（１日平
均 131 人）、外来患者数は延べ 94,656 人（１日平均
391人）でした。
医業収益は前年度より約 1,700 万円増でしたが、物価
高騰の影響などにより収支差引は 4億 8,359 万円の赤
字決算でした。前年度と比較して改善されましたが、9
月の議会定例会で不認定とされました。

 市立病院事業

収益 4 億 9,486 万円 費用 5 億 6,278 万円

事業収益 4億 5,557 万円
事業費用 5億 4,267 万円
給与費 3億 7,450 万円
材料費 4,266 万円

介護報酬収益 3億 8,526 万円 経費等 1億 521万円
施設利用料収益 6,970 万円 減価償却費 1,985 万円
その他 61万円 資産減耗費 45万円

事業外収益 3,922 万円 事業外費用 1,972 万円
特別利益 7万円 特別損失 39万円

令和 7年度の入所者数（短期入所者を含む）は延べ
28,680 人（１日平均 78.6 人）、通所者数は延べ 4,081
人（１日平均 15.9 人）でした。
事業収益は前年度より約 2,600 万円増でしたが、物価
高騰の影響などにより、収支差引は前年度より 6,792
万円の赤字決算でした。

 介護老人保健施設事業

　
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
、
ま
た
特

定
の
歳
入
を
も
っ
て
特
定
の
歳
出
に
充

て
、
一
般
の
歳
入
歳
出
と
区
分
し
て
経

理
す
る
た
め
に
、
条
例
に
よ
り
設
置
し

て
い
る
会
計
で
す
。
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
を
除
く
会
計
は
黒
字
で
し
た
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特
別
会
計

収益 7 億 1,255 万円 費用 7 億 305 万円

営業収益 2億 2,976 万円
営業費用 6億 6,576 万円
給与費 1,744 万円
維持管理経費 1億 4,514 万円

下水道使用料 2億 1,076 万円 減価償却費 4億 9,000 万円
その他 1,900 万円 その他 1,318 万円

営業外収益 4億 8,279 万円 営業外費用 3,728 万円
特別損失 1万円

令和 7年度の年間有収水量は 1,620,753㎡でした。建
設改良事業として榛原第 2中継ポンプ場電気設備等更
新工事を行い、また、下水道ストックマネジメント計画
に基づき、管路実施設計作成業務を行いました。
また、収支差引は 950万円の黒字決算でした。

 下水道事業

公営企業は、民間企業のように利用料金等を財源に、公共の利益を目的に経営する事業で、令和 7年度において
市では次の 3 つの公営企業会計を運営していました。

 【一般会計　歳出】

歳出では、教育費（前年度対
比：▲ 13 億 3,989 万円）、
衛生費（▲ 8億 5,926 万円）、
商工費（▲ 1億 8,254 万円）
などの減少により、前年度決
算額に比べて約 1.9％の減と
なる 222 億 4,318 万円とな
りました。

 【一般会計　歳入】
歳入では地方交付税が 2億
2,962 万円増加したもの
の、繰入金や地方特例交付
金等の減少により、前年度
決算額に比べて約 1.6％（3
億 8,190 万円）の減となる
228 億 8,584 万円となりま
した。市税等の自主財源の
割合は前年度と比べて 3.3
ポイント減の 21.2％、国
費・県費等の財源の割合は
78.8％となりました。

令和７年度の宇陀市の一般会計決算は、歳入歳出差引 6 億 4,266 万円となり、翌
年度に繰り越すべき財源 1,771 万円を除いた実質収支額は 6 億 2,495 万円の黒字
となりましたが、9月の議会定例会で不認定とされました。

令和 7 年度

問財政課（☎ 82・1305／ IP ☎ 88・9071）財政課（☎ 82・1305／ IP ☎ 88・9071）））

宇陀市の宇陀市の決算決算とと
財政状況報告財政状況報告

ID 0025450

　2026年11月号7 6　 　2026年11月号　

奈良県および県内関係市町村の加盟により、奈良県広域水道企業団が設立され、水道事業および水道用水供給事業
の経営に関する事務等を共同で処理するため、令和 6年度末をもって廃止しました。

 水道事業
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消防団に配備してから経過年数の長い消防車両
を 2台更新しました。消防力を充実強化し、宇
陀市民の生命、身体、財産を守るという消防団
の責任を果たします。

決算額
  4,365 万円

中央保健センターと医療介護あんしんセンター
の機能集約をし、健康づくりや介護予防、日常
生活の困りごとなど幅広い相談が一度に行える
相談拠点「うだ健幸プラザ」を令和 7年 4月よ
りサンクシティ榛原店2階にオープンしました。

う
だ
健
幸
プ
ラ
ザ運営

事
業

決算額
  　903 万円

消
防
車
両
購
入
事
業

※R7年度県平均値は、作成時点で未公表

大相撲宇陀場所、20 周年記念コンサート、ラ
ンタンフェスティバルなど、多くの市民が参加
できる記念事業を行いました。

合
併
20
周
年
記
念
事
業

決算額
  1,975 万円

榛原地域において、就学前教育・保育および子育
て支援体制の充実を図るため、施設の老朽化が課
題である榛原北保育園・榛原幼稚園・榛原東幼稚
園を統合し、榛原こども園を新築しました。令和
3年度より事業を開始し、令和8年 4月 1日に
開園しました。

決算額
 24 億 1,047 万円 榛

原
こ
ど
も
園
建
設
事
業

（
令
和
7
年
度
実
施
分
）

宇陀ジビエファクトリーを拠点とし、有害鳥獣
による農林産物への被害拡大を防止します。

有
害
鳥
獣
対
策
事
業

決算額
  1,106 万円

近畿 2府 4県の高等学校の代表校男女各 40校
が出場する駅伝大会が宇陀市で開催されまし
た。

近
畿
高
等
学
校

駅
伝
競
走
大
会
促
進
事
業

決算額
  724 万円

宇
わ が 家

陀市の家計の状況は？
ー宇陀市のー宇陀市の令和 7 年度令和 7 年度財政状況ー

健全な財政かを判断する指標

借入金の返済により、歳入にどれだけ負荷をかけているか、
また、借入金残高が歳入に対して多すぎないかを、2つの比率から判断できます。

※ともに数値が大きくなるほど負担が大きいことを示します

１
実質公債費比率
返済額の負担度合いを示しています。家計
に置き換えると、この比率が大きいほどロー
ンの返済に困っていることになります。

2
将来負担比率
負債の規模を示しています。家計に置き換
えると、この比率が大きいほど家計が苦し
い状況が長く続くことがわかります。

令和元年度

14.4％
令和 7年度

9.8％
（財政重症警報が出た令和元年度と比較）

124.7％ ▶ 71.5％

　市税、普通交付税など経常的
な収入のうち、人件費や物件費、
扶助費、公債費等の行政サービ
スを維持するために通常必要な
経費へ充てた割合を示します。
　この比率が高くなるほど、公
共施設の整備など投資的な経費
に充てるお金が少なくなり、財
政にゆとりがなくなります。

　令和７年度は令和元年度と比
べて、約41億円減少しています。
市債は家計でいうローンにあた
り、道路や学校などの公共施設を
整備するために活用しています。
　今後も辺地対策事業債や過疎
対策事業債等の交付税措置率の
高い有利な起債を優先的に活用
し、市の負担を最大限に抑制し
ていきます。

　普通会計の基金残高は 40 億
円台を維持しています。
　市の主な貯金にあたる財政調
整基金は、災害等による臨時的
な支出の増加や、経済不況等に
よる税収の減少等への備えとし
て積み立てている基金であり、
令和 7年度末の残高は令和元年
度以降最高額の 21億 1,941 万
円でした。
　今後も安定的な財政運営のた
め、適切な基金管理に努めてい
きます。

R3財政重症警報解除

令和元年度 令和 7年度

（財政重症警報が出た令和元年度と比較）

▶

R1財政重症警報

R3財政重症警報解除
R1財政重症警報

R3財政重症警報解除

R1財政重症警報

( 宇陀市発足 )

( 宇陀市発足 )

( 宇陀市発足 )
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菟
田
野
中
学
校
吹
奏
楽
部

関
西
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル

出
場
！

　

第
76
回
関
西
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
・
中
学

生
の
部
小
編
成
部
門
に
出
場
し
た
菟
田
野
中

学
校
吹
奏
楽
部
の
部
員
２
人
が
、
９
月
９
日

（
水
）
に
表
敬
訪
問
さ
れ
、結
果
報
告
を
行
い
、

金
剛
市
長
、
廣
澤
市
議
会
議
長
か
ら
お
祝
い

の
言
葉
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、

見
事
銀
賞
を

受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

吹
奏
楽
部

の
皆
さ
ん
、

銀
賞
の
受
賞

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
の
健
闘

を
お
祈
り
し

ま
す
。

榛
原
中
学
校
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

近
畿
中
学
校

総
合
体
育
大

会
出
場
！

　

第
75
回
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
に
出

場
し
た
榛
原
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
の
選
手
５
人
が
、
９
月
９
日
（
水
）
に

表
敬
訪
問
さ
れ
、
結
果
報
告
を
行
い
、
金
剛

市
長
、
廣
澤
市
議
会
議
長
か
ら
お
祝
い
の
言

葉
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験

が
、
皆
さ
ん

の
こ
れ
か
ら

の
成
長
の
糧

と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て

い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
皆

さ
ん
の
更
な

る
ご
活
躍
を

応
援
し
て
い

ま
す
。

問
介
護
福
祉
課

介
護
福
祉
課
（
☎
（
☎
8282
・
３
６
７
５
／

・
３
６
７
５
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
０
８
８
）

・
９
０
８
８
）

社
会
福
祉
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て

「
第
21
回
社
会
福
祉
大
会
」
を
開
催

　

10
月
15
日
（
木
）、
秋
晴
れ
の
中
、
文
化
会
館
で
「
社
会
福
祉
大
会
」
を
開
催
、
約
３
８
０
人

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
の
表
彰
式
を
行
い
、

「
あ
た
ま
の
健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
PR
」
の
後
、「
大
衆
演
劇
や
ま
と
座
・
劇
団
十
六
夜
」
の

舞
踊
シ
ョ
ー
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
者
は
次
の
方
々
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
社
会
福
祉
施
設
等
従
事
者

　

�

梶
本 

由ゆ

り

み
利
美
（
榛
原
）、
和
田 

有ゆ

り里
（
榛

原
）、
佐
藤 

範の
り
こ子
（
室
生
）

■
自
立
更
生
者

　

�

鈴
木 

健け
ん
じ治
（
菟
田
野
）、
鈴
木 

民た
み
（
菟
田

野
）、
石
田 

和か
ず
こ子
（
室
生
）

■
社
会
福
祉
関
係
者
お
よ
び
関
係
団
体
等

　

�

尾
植 

基も
と
じ二
（
大
宇
陀
）、 

稲
田 

昌ま
さ
う
え植
（
菟

田
野
）、
西
浦 

善よ
し
ゆ
き之
（
榛
原
）、
在
路 

文ふ
み
お雄
（
榛
原
）、
坪
本 

由ゆ

き

み
紀
美
（
榛
原
）、

前
田 

孝た
か
こ子
（
榛
原
）
勝
村 

義よ
し
ひ
ろ博
（
室
生
）、

佐
々
木 

恵え
し
ん眞
（
室
生
）、
吉
川 

壽ひ
さ
か
ず一
（
室

生
）、
峯
林 

尚し
ょ
う
こ子
（
室
生
）
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問
教
育
総
務
課
（
☎
82
・
３
９
７
３
／
IP
☎
88
・
９
２
５
９
）

　

菟
田
野
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の

部
員
15
人
が
、
９
月
９
日
（
水
）
に
表
敬
訪

問
さ
れ
、
金
剛
市
長
、
廣
澤
市
議
会
議
長
か

ら
お
祝
い
の
言
葉
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

菟
田
野
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の

皆
さ
ん
は
、
８
月
20
日
〜
23
日
に
広
島
県
広

島
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
56
回
全
日
本
中
学

校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
」
に
出
場
し
、

全
試
合
で
１
セ
ッ
ト
も
失
わ
な
い
圧
倒
的
な

強
さ
で
、
見
事
、
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
こ

の
優
勝
は
、
選
手
一
人
ひ
と
り
の
ひ
た
む
き

な
努
力
は
も
ち
ろ
ん
、
チ
ー
ム
全
体
で
支
え

合
い
挑
戦
し
続
け
て
き
た
成
果
の
結
晶
で
す
。

試
合
の
た
び
に
見
せ
た
力
強
い
プ
レ
ー
や
粘

り
強
さ
、
仲
間
を
信
じ
て
挑
む
姿
は
、
多
く

の
観
客
の
心
を
打
ち
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
成
し
遂
げ
た
こ
の
快
挙
は
、
学

校
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
に
と
っ
て

も
大
変
誇
ら
し
い
も
の
で
す
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
の
更
な
る
飛
躍
を
心
よ
り

期
待
し
て
い
ま
す
。

菟
田
野
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

全
日
本
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
優
勝
！！

問
教
育
総
務
課
（
☎
82
・
３
９
７
３

／
IP
☎
88
・
９
２
５
９
）

室
生
小
学
校
・
室
生
中
学
校　

小
中
一
貫
教
育
に
向
け
合
同

体
育
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

令
和
９
年
度
か
ら
、
室
生
小
学
校
と
室
生

中
学
校
は
施
設
分
離
型
小
中
一
貫
教
育
お
よ

び
小
規
模
特
認
校
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
に
向
け
た
交
流
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

10
月
３
日
（
土
）、
室
生
中
学
校
で
両
校
合
同

の
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

体
育
大
会
で
は
、
小
学
生
と
中
学
生
が
互

い
に
声
を
掛
け
合
い
、
競
技
に
挑
戦
す
る
仲

間
を
応
援
す
る
な
ど
、
学
校
や
学
年
の
垣
根

を
越
え
て
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
会
場

に
は
児
童
・
生
徒
の
元
気
な
声
や
笑
顔
が
あ

ふ
れ
、
活
気
に
満
ち
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

合
同
体
育
大
会
を
通
し
て
、
児
童
・
生
徒

が
互
い
を
知
り
、
交
流
を
深
め
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
う
し
た
活
動
を
積
み

重
ね
、
児
童
・
生
徒
の
つ
な
が
り
を
育
み
な

が
ら
、
令
和
9
年
度
か
ら
の
園
小
中
一
貫
教

育
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

問
教
育
総
務
課
（
☎
82
・
３
９
７
３
／
IP
☎
88
・
９
２
５
９
）

問
教
育
総
務
課
（
☎
82
・
３
９
７
３

／
IP
☎
88
・
９
２
５
９
）



お
店
で
使
う
手
話
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
『
文
房
具
店
』
で
す
。

つまんだ右手 2 指の指先
を口にあて、

右手の親指の内側に人差指
を入れて小さな輪を作り、

第76回両手のひらを合わせ、小指
側を軸にして両手を開き、

鉛筆

右手 2 指をつまみ、空間
に文字を縦書きに書く仕草
をする。

前に向けて伸ばした右手 2
指を開閉しながら前へ出
す。

右手 2 指をつまみ、空間
に文字を縦書きに書く仕草
をする。

ボールペン

ハサミ

問
介
護
福
祉
課

介
護
福
祉
課

　
（
☎

　
（
☎
8282
・
３
６
７

・
３
６
７
55
／／
IPIP
☎☎
8888
・
９
０
８
８
）

・
９
０
８
８
）

左手のひらにつまんだ右手
2指で文字を書く仕草をす
る。

ノート

問秘書広報情報課
　（☎ 82・3912／ IP ☎ 88・9083）

　ぜひ皆さんの率直なご意見・ご感想をお聞か
せください。

【実施期間】　11月 16日 ( 月 )
～ 12月 18日 ( 金 )

【集計結果公表】　1月中
※詳しくは市ホームページをご覧ください

0025262ID

宇
陀
市
戦
没
者
並
び
に
消
防
殉

職
者
追
悼
式
を
挙
行

問
厚
生
保
護
課

厚
生
保
護
課　　
（
☎
（
☎
8282
・
２
２
２
１
／

・
２
２
２
１
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
０
７
９
）

・
９
０
７
９
）

　
10
月
9
日
（
金
）、文
化
会
館
に
お
い
て
「
宇

陀
市
戦
没
者
並
び
に
消
防
殉
職
者
追
悼
式
」

が
し
め
や
か
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
遺
族
や
関
係
者
の
方
々
約
2
0
0

人
が
参
列
さ
れ
、
式
辞
・
追
悼
の
辞
の
あ
と

献
花
を
行
い
、
戦
争
や
消
防
活
動
に
よ
り
尊

い
命
を
落
と
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、「
戦
没
者
遺
家
族
の
つ
ど
い
」

が
行
わ
れ
、
遺
族
に
よ
る
戦
争
に
ま
つ
わ
る

講
話
と
歌
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■公共施設ダイヤルイン番号・IP 電話番号 ※紙面の都合上、掲載しない月もあります

課名 ダイヤルイン IP電話 課名 ダイヤルイン IP電話

【市役所】
市役所代表 82-8000 ー 環境対策課 82-2202 88-9078

議会事務局 82-5771 88-9082 介護福祉課 82-3675 88-9088

秘書広報情報課 82-3912 88-9083 こども未来課 82-2236 88-9080

自主放送スタジオ 82-2497 ー 厚生保護課 82-2221 88-9079

人事課 82-1303 88-9069 観光課 82-2457 88-9081

行政経営課 82-3632 88-9084 農林課 82-3679 88-9090
企画課
・DX推進室 82-1362 88-9074 農林課（農業委員会）82-5781 88-9090

政策推進課 82-3910 88-9094 商工産業課 82-5874 88-9075

市民協働課 82-2130 88-9085 建設課 82-5638 88-9095

総務課 82-1302 88-9068 建設課（地籍調査担当）  82-5608 88-9091

危機管理課 82-1304 88-9070 下水道課 82-5627 88-9104

財政課 82-1305 88-9071 まちづくり推進課 82-5624 88-9092

税務課 82-1306 88-9072 公園課 82-3674 88-9093

市民課 82-2143 88-9076 住宅課 82-5642 88-9096

保険年金課 82-3672 88-9086 出納室 82-5673 88-9098

人権推進課 82-2147 88-9077 教育総務課 82-3973 88-9259
宇陀市人権
交流センター 84-9179 88-9179 生涯学習課 82-3975 88-9364
大宇陀人権
交流センター 83-0572 88-9115 文化財課 82-3976 88-9365
室生人権
交流センター

【0743】
89-0030 ー

施設名 ダイヤルイン IP電話

【公民館・図書館】
中央公民館 83-0551 88-9180

菟田野分館 84-3521 88-9190

榛原分館 82-3377 ー

室生分館 92-2496 92-2496

中央図書館 82-4749 88-9110

大宇陀図書館 83-0976 ー

【公共施設】
市立病院 82-0381 ー
さんとぴあ
榛原 85-2525 88-9065
うだ
健幸プラザ 82-2100 ー
こども家庭
センター 97-9077 88-0528

総合体育館 82-6561 82-0511

【地域事務所】
大宇陀 83-2251 88-9195

菟田野 84-2521 88-9188

室生 92-2001 88-9182

【こども園】
榛原 97-9066 88-0497
大宇陀 83-3511 88-9118
菟田野 84-3586 88-9164
室生 97-2255 88-9203

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
の
登
録
会

を
実
施
し
ま
し
た
！

　

９
月
９
日
（
水
）、
16
日
（
水
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９

の
登
録
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、「
一
人
暮
ら
し
で
何
か
あ
っ
た
時

に
１
１
９
番
通
報
が
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
の
思
い
か
ら
参
加

さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は
消
防
士
の
方
に
も
来
て
い
た
だ

き
、実
際
に
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
を
使
っ
た
通
報
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

緊
急
時
の
対
応
や
普
段
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

他
に
も
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
に
興
味
が
あ
る
方
は
問
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※�

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
聴
覚
や
発
語
に
障
が
い
の

あ
る
方
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
す

問
介
護
福
祉
課

介
護
福
祉
課
（
☎
（
☎
8282
・
３
６
７
５
／

・
３
６
７
５
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
０
８
８
）

・
９
０
８
８
）
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アンケートを
実 施 し ま す。

宇陀市公式ホーム
ペ ー ジ に 関 す る


